
公衆衛生専門職大学院留学生 3 名が 

日本公衆衛生学会総会「国際参加賞」を受賞 

国際医療福祉大学公衆衛生専門職大学院（SPH）に在籍する 2 年生の留学生 3

名が、2025 年 10 月３０日（木）に開催された第 84 回日本公衆衛生学会総会

で、国際参加賞を受賞しました。 

国際参加賞は、学会総会において優れた発表を行った外国人演題発表者に授与

されます。 

今回の受賞者 8 名のうち 3 名が本学の留学生で、いずれも SPH の一期生と

して奨学金を受けて学ぶ学生です。一期生の留学生全員が揃って受賞する快挙と

なりました。 

受賞者と研究テーマ 

氏名（国籍） 発表タイトル 研究概要 

Mr. Monu Tamang

（モヌさん、ブータン） 

Sero-epidemiology of 

human leptospirosis in 

subtropical Bhutan 

ブータン南部地域にお

ける住民のレプトスピ

ラ症の血清学的疫学調

査。同国で初めて雨季

における感染リスクを

明らかにした 

Dr. Chaiyun 

Boonyossawat（レッ

クさん、タイ） 

Association of Rotavirus 

vaccination with 

Antibiotic prescription in 

Thailand 

ロタウイルスワクチン

の導入が、タイにおけ

る抗生剤処方の傾向に

与える影響を分析 

Ms. Danzan 

Gerelmaa（ゲゲさん、

モンゴル） 

Outpatient Antibiotic 

Prescribing Patterns for 

Acute Respiratory 

Infections in Mongolia 

モンゴルにおける急性

呼吸器感染症に対する

外来での抗生剤処方パ

ターンを、地域・年齢別

に分析 

 



授賞理由 

モヌさんの研究は、ブータンにおけるレプトスピラ症の疫学的実態を初めて明らか

にしたものであり、同国の感染症対策に資する基盤的知見として高く評価されまし

た。 

レックさんとゲゲさんの研究は、抗菌薬の使用実態を分析することで、AMR（薬剤

耐性菌）対策に向けた政策立案に貢献する重要な成果です。抗菌薬の多用による

AMR の出現は、世界的な公衆衛生課題であり、両名の研究はその解決に向けた

一助となるものです。 

SPH は、今後もグローバルな視点から公衆衛生の課題に取り組み、国際社会に

貢献できる人材の育成に努めてまいります。 

 

国際参加賞を受賞した左からモヌさん、レックさん、ゲゲさん 
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